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昨
年
の
第
十
五
回
に
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
、勝
瑞
三
好

城
館
の
存
在
、そ
の
城
館
跡
ま
つ

り
を
所
在
の一
地
域
の
も
の
で
な

く
近
い
将
来
に
国
の
史
跡
公
園

に
形
成
、公
開
さ
れ
る
こ
と
を
全

国
に
発
信
。そ
の
主
旨
、盛
況
が

『
勝
瑞
城
館
跡
ま
つ
り
十
五
年
の

あ
ゆ
み
』(

編
集
委
員
会
発
刊
小

林
和
子
委
員
長)

に
記
載
さ
れ

た
。さ
て
今
年
は
？
と
思
案
し
な

が
ら｢

義
理
と
人
情
と
痩
せ
我

慢｣

を
提
唱
し
た
先
人
を
偲
び

な
が
ら｢

緊
急(

Ｓ
Ｏ
Ｓ)

の
お
願 

い｣

を
発
信
し
て
、と
も
か
く
も 

　

五
月
八
日
の
五
月
晴
れ
の
好
天  

(

五
月
九
日
は
大
雨)

の
下
で
旗
幟

高
ら
か
に
勝
鬨
を
上
げ
た
。参

加
者
は
写
真
の
よ
う
に
情
誼
に

厚
い
各
隊
が｢

勝
瑞
武
者
行
列
の

会｣(

吉
田
眞
治
会
長)

の
呼
び
か

け
で一
〇
〇
余
人
。三
月
二
四
日

の
三
好
長
慶
会
の
研
究
例
会
で

は
結
論
を
持
ち
越
し
、地
元
で
の

盛
上
り
の
動
向
を
注
視
、期
待

す
る
と
し
た
。昨
年
に
熱
誠
を

吐
露
さ
れ
た
濱
眞
吉
町
議
の
急

逝(

告
別
式・満
中
陰
に
出
席)

を

思
い
遺
徳
を
偲
ん
だ
。以
前
か
ら

要
望
し
て
い
た
石
川
智
能
藍
住

町
長
と
の
面
談
が
、町
議
選
挙

が
済
ん
だ
と
し
て
福
永
高
治
さ

　　

ん・松
本
初
子
さ
ん
の
斡
旋
で
四

月
七
日
に
実
現
さ
れ
た
。｢

決
断｣

の
リ
ミ
ッ
ト
、｢

地
元
は
や
ね
こ
い

な｣

の
陰
の
声
も
あ
っ
た
が
、町
長

と
の
面
談
の
日
に｢

勝
瑞
武
者
行

列
の
会｣

が
誕
生
し
て
一ヶ
月
後

の
五
月
八
日
に
、同
志
と
の
共
々

の
協
力
が
な
さ
れ
て
メ
イ
ン
の
時

間
帯
に
盛
大
な
武
者
行
列
、そ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
。

参
加
の
そ
れ
ぞ
れ
が
同
志
と
し

て｢

俺・私
が
や
っ
た
と
は
言
わ
な

い
が
、俺・私
が
居
ら
な
ん
だ
ら
成

功
し
と
ら
ん
わ
な｣

と
に
こ
に
こ

に
や
に
や
で
き
る
状
況
で
終
る
こ

と
が
で
き
て
、来
年
を
期
す
る
た

め
の
問
題
点
が
明
確
と
さ
れ
た
。 

｢

や
ね
こ
い｣

と
の
阿
波
弁
の
独

特
の
表
現
で
評
さ
れ
な
が
ら
一ヶ

月
で
目
に
も
の
見
せ
る
武
者
行

列
の
実
現
。十
五
年
来
の｢

誇
る

べ
き
故
郷
の
歴
史
の
再
認
識｣

の

提
唱
、第
二
二
回
国
文
祭(

二
〇

〇
七)

へ
の｢

優
秀
賞｣

で
の
参
加

以
来
の
秋
田
忠
昭
さ
ん
制
作
の

甲
冑・陣
羽
織・旗
幟
の
蓄
積
、三

好
市
三
野
町
で
の｢

三
好
長
慶

武
者
行
列
ま
つ
り｣

の
五
年
、戦

国
三
好
氏
の
後
裔
が
島
の
人
口

の
半
分
を
占
め
る
伊
吹
島
の
三

好
兼
光
さ
ん
ら
の
好
意
な
ど
な

ど
。武
者
行
列
の
出
陣・前
進
に

吹
き
鳴
ら
さ
れ
る
法
螺
貝
が｢

妖

貝
法
螺
吹
き
隊｣(

山
口
頼
明
隊

長)

の
旗
幟
高
ら
か
に
し
て
吹
奏

さ
れ
る
。三
好
の
名
を
持
っ
て
故

郷
を
元
気
づ
け
る
三
好
市・伊
吹

島
よ
り
の
甲
冑
借
用
で
地
元
勢

に
自
覚
を
促
し
、深
謀
遠
慮
を

も
っ
て
支
え
な
が
ら
成
長
を
実

現
さ
せ
る
。武
者
行
列
の
当
日

と
な
って
参
加
し
て
く
れ
た
県
教

　
　
　
　
　
　

委
の
白
井
コ
ウ

　
　
　
　
　
　

ジ
先
生
と
剣
道

　
　
　
　
　
　

部
の
四
宮
シ
ョ

　
　
　
　
　
　

ウ
タ・西
谷
リ
ョ

　
　
　
　
　
　

ウ
ス
ケ
君
。前

　
　
　
　
　
　

日
ま
で
ピ
ッ
カ

　
　
　
　
　
　

 

ピ
カ
の一
年
生       
　
　
　
　
　
　

五
人
と
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　

い
た
が
、教
師

も
甲
冑
を
着
け
て
先
鋒
、二
人

が
副
将・大
将
と
し
て
地
元
を
代

表
す
る
者
と
し
て
大
声
で
の
名

乗
り
、一
騎
当
千
の
存
在
と
な
っ

た
。思
い
返
せ
ば
、和
田
哲
雄
教

育
長
が
民
間
人
校
長
と
し
て
藍

住
東
小
学
校
長
と
な
っ
た
時
に

神
戸
大
学
の
先
輩・後
輩
の
縁
と

六
年
生
担
任
の
友
成
幸
恵
さ
ん

が
小
生
の
教
え
子
で
あ
っ
た
不

思
議
な
出
会
い
で
、勝
瑞
三
好
城

館
を
教
材
と
す
る
総
合
学
習
が

開
始
さ
れ
、十
三
年
の
時
の
経
過

で
第
一
回
の
松
友
美
佐
紀
さ
ん
が

本
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピッ
ク
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
女

子
ダ
ブ
ル
ス
で
高
橋
礼
華
さ
ん
と

組
ん
で｢

金
メ
ダ
ル｣

が
期
待
さ
れ

て
い
る
。金
メ
ダ
ル
を
手
に
さ
れ

て
徳
島
に
凱
旋
し
て
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
た
ら
、和
田・友
成
先

生
と
共
々
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
第
一回
総
合
学
習
の
時
の
感
想

文
を
持
って｢

覚
え
と
る
か
？｣

と

言
え
た
ら
教
師
冥
利
に
尽
き
る

も
の
と
し
て
期
し
て
待
つ｢

遊
び

ご
こ
ろ
と
阿
呆
の
介
ぶ
り｣

。

　

こ
と
ほ
ど
左
様
に
人
と
人
と

の
出
会
い
の
不
思
議
、一
期
一
会
の

出
会
い
を
大
切
に
す
べ
き
こ
と
が
、

あ
ん
た
が
大
将
と
し
て
共
々
に

協
力
し
て
実
現
さ
せ
た
第
十
六

回
勝
瑞
城
館
跡
ま
つ
り
へ
の
参

加
で
実
感
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

｢

お
陰
さ
ま
で｣

と
合
掌
。こ
の
原

稿
を
書
く
丁
度
一ヵ
月
前
の
四
月

医
療
法
人
の
承
継
対
策　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関
係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

近
江
水
口
へ
の
中
村
一氏

売
上
を
伸
ば
す
方
法

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定　

 

量　

 

目　

 

標

国

内

法

の

成

立

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

広島県立文書館の三好家文書展資料

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き　

め

じ
ゃ 

ま 

な
か

う
る 
さ
ん

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

〜
大
河
ド
ラ
マ『
南
海
道
の
晴
嵐
』を
期
し
て（
一八
四
）

文・出 

水　

康 

生

三
好・織
田・豊
臣・徳
川
時
代
に
生
き
る
横
田
内
膳
正
村
詮

阿
波
岩
倉・和
泉
岸
和
田・近
江
水
口・駿
河
駿
府・伯
考
米
子
へ
の
変
転（
十
二
）

Monthly Topics

徳島新聞の｢勝瑞城館跡まつり｣の報道

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〞

謹
賀
新
年

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

勝
瑞
城
館
跡
ま
つ
り

〝
あ
ん
た
が
大
将
〞し
っ
か
り

天草の五輪町御領の芳證寺の中天錫の墓碑

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

ひ
な
せ　
　
　

し
ず
た
に

紀伊の有田川から眺望する紀伊和泉の山脈

『
石
谷
家
文
書
』の

 　
　
　

 

三
好
長
慶
書
状

広
島
藩
士
三
好
氏
の
系
譜

せ
い 

し
ょ    

こ

き
よ 

ま
さ 

こ
う

本妙寺本堂前一対の阿波藍師寄進の高灯籠

加藤清正の銅像

・・・

｢理世安民｣｢南海道の晴嵐｣の旗幟高らかに
(写真は福永高治さん撮影)

勝瑞三好城館の最後の城主十河(三好)
民部大輔存保の旗幟高らかに、前進！

　　100余人の勝瑞武者行列参加者、
依代の赤大傘に思いを寄せる同志たち！

次代の若武者と両親、十河・新開隊と共に
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

最　
　

後　
　

に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

長島愛生園の歴史館、万人の思いがこもる

蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

虫
明
迫
門
の
曙

近
江
水
口・近
江
八
幡
の

中
村
一氏

十
四
日
二
十
一
時
二
六
分
に
熊
本

に
大
地
震
が
発
生
し
た
の
で
あ
っ

た
。

　

紀
州
の
根
来
・
雑
賀
攻
め
平

定
の
直
後
、四
国
平
定
戦
の
直

前
の
天
正
十
三(
一五
八
五)

年
五

月
八
日
に
中
村
一
氏
が
近
江
水

口
城
主
と
な
り
、四
国
平
定・国

分
け
が
さ
れ
た
八
月
に
蜂
須
賀

家
政
が
阿
波
国
主
と
な
り
、三

好
康
長
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
三

好
孫
七
郎
信
吉
が
黒
田
官
兵
衛

を
参
謀
と
し
て
三
好
康
長・横
田

村
詮
の
故
城
の
岩
倉
城
を｢

雀

お
ど
し
戦
法｣

の
心
理
作
戦
で

陥
落
さ
せ
た
。三
好
孫
七
郎
信

吉
か
ら
豊
臣
秀
次
と
名
乗
り
を

変
え
て
四
国
攻
め
の
功
を
豊
臣

秀
吉
が
認
め
て
頼
る
べ
き
一
族
と

し
て
近
江
八
幡
城
主
四
三
万
石

の
う
ち
二
〇
万
石
を
秀
次
領
と

し
、二
三
万
石
は
宿
老
の
中
村
一

氏(

水
口)

・堀
尾
吉
晴(

佐
和
山)

・

山
内
一
豊(

長
浜)

・一
柳
直
末(

大

垣)

の
領
分
と
し
、田
中
吉
政
が

秀
次
の
筆
頭
宿
老
と
し
て
八
幡

山
城
の
築
城
と
城
下
町
形
成
・

政
治
の
中
心
と
な
る
。豊
臣
秀

次
が
近
江
八
幡
城
主
で
あ
っ
た

の
は
天
正
十
三(

一
五
八
五)

年
か

ら
十
八
年
の
五
年
間
で
清
州
城

に
移
る
。近
江
八
幡
山
城
は
織

田
信
長
の
安
土
山
城
と
直
近
に

位
置
す
る
。秀
次
は
安
土
城
下

の
民
衆
を
八
幡
山
城
下
に
移
住

さ
せ
、信
長
の
楽
市
楽
座
令
を

継
承
し
て
城
下
の
繁
栄
を
図
り
、

近
江
商
人
の
本
拠
の一と
な
る
近

江
八
幡
市
の
基
盤
を
築
く
。た

だ
八
幡
山
城
の
築
城・城
下
町
形

成
は
豊
臣
秀
吉
の
配
慮
の
下
で

田
中
吉
政
を
中
心
と
す
る
宿
老

た
ち
の
会
議
・
協
力
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。同
時
期

に｢

天
下
様｣

と
な
っ
た
豊
臣
秀

吉
が
京
の
内
野
の
空
地
に
聚
楽

第
を
築
き
形
成
す
る
こ
と
を
秀

次
に
命
じ
た
こ
と
で
、八
幡
山
城

築
城
、城
下
町
形
成
に
は
宿
老

た
ち
の
協
力
が
推
測
さ
れ
る
。

近
江
八
幡
市
の
町
名
に
大
杉
町

　

の
別
名
で
あ
る
久
兵
衛
町
が
田

中
久
兵
衛
吉
政
、仲
屋
町
の
別

名
で
あ
る
市
助
町
が
一
柳
市
助

直
末
、孫
平
次
町
が
中
村
孫
平

次
一
氏
の
名
に
ち
な
む
も
の
と
さ

れ
る
。宿
老
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
民

を
徴
発
し
て
労
働
さ
せ
た
り
移

住
さ
せ
た
り
の
名
残
り
で
あ
る
。

八
幡
山
城
に
は
本
丸・北
の
丸・二

の
丸・秀
次
館
や
宿
老
屋
敷
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
が
現
存
の
石
垣

や
科
学
的
な
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
証
明
さ
れ
て
い
る
。ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
駅
か
ら
の
展
望
は
城
下
の
南

北
十
二
筋・東
西
五
筋
の
基
盤
目

状
の
古
城
下
町
の
跡
と
拡
大
さ

れ
た
街
並
と
信
長
の
安
土
山
城・

六
角
氏
の
観
音
山
城
の
居
城
跡

が一望
さ
れ
る
。

　

中
村
一氏
の
名
は｢

孫
平
次
町｣

の
名
で
荘
厳
な
雰
囲
気
の
豊
臣

秀
次
の
息
女
玉
姫
を
菩
提
す
る

浄
土
宗
洞
覚
院
を
起
点
と
す
る

よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。中
村

一
氏
が
豊
臣
秀
次
と
共
に
京
で

活
動
す
る
こ
と
が
強
い
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
か
ら
、そ
の
代
行
と
し
て

　

横
田
村
詮
が
水
口
城
築
城
、そ

の
城
下
町
形
成
に
活
動
し
た
で

あ
ろ
う
が
、そ
の
史
料
的
な
記
録

は｢

匂
ひ
は
す
れ
ど
も
姿
は
見
え

ぬ｣

存
在
で
あ
る
。

　

八
幡
山
城
下
に
荘
厳
な
日
牟

札
八
幡
宮
の
社
殿
が
あ
り
、門

前
に
街
並
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

八
幡
山
城
と
城
下
を
区
切
る
よ

う
に
琵
琶
湖
水
運
と
連
結
す
る

｢

八
幡
堀｣

が
掘
削
さ
れ
て
楽
市

楽
座
に
よ
る
商
業
活
動
を
支
え
、

後
の｢

天
秤
商
い｣

の
近
江
商
人

の
本
拠
と
な
っ
た
。そ
の
八
幡
堀

が
埋
め
立
て
ら
れ
る
危
機
を
市

民
の
活
動
で
守
ら
れ
、現
在
に
重

要
伝
統
建
築
物
群
と
し
て
存
在

し
て
い
る
。た
だ
そ
の
街
並
み
に

電
柱・電
線
が
あ
っ
て
、な
ん
で
地

下
埋
没
を
し
て
、よ
り
良
い
街
並

と
せ
ん
の
か
？
と
思
わ
せ
た
。　

近
江
八
幡
山
城
と
そ
の
城
下
町

の
形
成
に
活
動
し
た
宿
老
た
ち

が
時
代
の
推
移
に
よ
っ
て
各
地
に

移
封
さ
れ
た
時
に
八
幡
山
城
下

形
成
の
技
法
が
活
用
さ
れ
た
。

秀
次
直
続
の
宿
老
と
さ
れ
た
田

　

中
吉
政
が
城
主
と
な
っ
た
三
河

岡
崎(

愛
知
県
岡
崎
市)

や
築
後

柳
川(

福
岡
県
柳
川
市)

の
築
城

や
町
ず
く
り
に
活
か
さ
れ
た
。

柳
川
城
の
内
堀
・
外
堀
が
水
郷

と
し
て
現
在
に
有
名
で
あ
る
根

源
は
近
江
の
八
幡
堀
の
技
法
に

よ
る
と
さ
れ
る
。中
村
一
氏
が
関

ヶ
原
合
戦
の
直
前
に
駿
府
城
下

の
横
田
内
膳
屋
敷
で
徳
川
家
康

と
会
見
し
た
後
に
病
死
し
て
、そ

の
嫡
子
の
中
村
忠
一
が
伯
耆
米

子
十
八
万
石
に
転
封
さ
れ
て
米

子
城
・
米
子
城
下
町
を
形
成
し

た
時
に
日
本
海
に
続
く
水
運
を

活
用
し
て
城
下
の
繁
栄
を
図
っ

た
米
子
城
下
町
に
も
そ
の
技
法

が
活
用
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
具
現
者
は
中
村
一氏
の
妹
を

正
室
と
し
、六
〇
〇
〇
石
の
筆

頭
家
老
と
な
っ
た
横
田
内
膳
正

村
詮
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。豊

臣
秀
吉
が｢

天
下
様｣

と
し
て
関

白
と
な
っ
た
時
に
は
中
村
一
氏
が

式
部
少
輔
に
補
任
さ
れ
、そ
れ

と
同
時
に
横
田
村
詮
が
内
膳
正

に
補
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

と
さ
れ
る
。

　

こ
と
ほ
ど
左
様
に
、一
期
一
会
の

出
会
い
の
不
思
議
で
清
正
公
様

の
熊
本
城
の
地
震
に
よ
る
大
被

害
と
今
日
ま
で一五
〇
〇
回
の
大

小
地
震
、勝
瑞
三
好
城
館
跡
で

の
盛
大
な
武
者
行
列
実
行
な
ど

忙
中
忙
々
の
一ヵ
月
、元
気
が
一

番
！　
　
　
　
　
　
　

な
り
か
つ

岡
山
城
築
城
の
こ
と

今
に
し
て
ハン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と

勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

近
江
水
口
で
の
中
村
一氏

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

し

竹
久
夢
二
の
生
家

｢地蔵尊縁起｣の石碑

新良田教室の閉校時に建てられた碑

徳川氏と由縁の水口城

中
村
一氏
、近
江
水
口
へ

岸和田合戦を見た久米田寺多宝塔

岸和田合戦の由縁からの南海電鉄の蛸地蔵駅

中村一氏が近江水口の6万石に出世した
　　 岡山城を築城する岡山の画像

蛸地蔵駅を装飾する岸和田合戦の
　　 ステンドグラスの画像

『武家手鑑』『戦国遺文』に

収録された三好長慶書状

阿波岩倉城の大島氏系図

岡山城頂上の城跡

周山城と阿迦之宮の説明板

古い由緒のある水口神社

せ
い 

し
ょ    

こ

近江八幡城下の日牟礼八幡神社本殿

豊臣秀次の近江八幡城山上から
　　　 安土城跡を眺む

近江八幡山城の石垣

近江八幡山城の二の丸跡案内

近江八幡市に残る中村一氏の
 街作りの｢孫平次町｣の町名


